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メンテナンスの新提案：リモートモニタリングシステム

トラブルの事前予知 / 装置ダウンタイムの削減

装置始動時の圧力・温度・各センタ状態をリモートで監視し、エラー発生などの装置のトラブ
ルを事前に察知します。また、エラーによる装置のダウンタイムリスクも削減します。

データ収集（自動） モニタリング情報

装置の状態をモニタリング
エラー内容の確認

メールで送られた装置状態を
サービスマンが事前に確認、
迅速に修理対応

万が一のトラブルには…

万が一の故障時は、各センサの直近変動や装置状態詳細情報などから要因箇所の推察・絞り込
みが可能なので、復旧作業にかかる時間を短縮できます。

原因はわかっているので
すぐ直します



自動血球計数測定装置
Microsemi LC-710

CBC CRP CBC3 Diff

メリット2

自動血球計数CRP測定装置
Microsemi LC-767 CRP

■標準作業書
　・測定標準作業書
　・検査機器保守管理標準作業書

■作業日誌
　・測定作業日誌
　・検査機器保守管理作業日誌

■台帳
　・試薬管理台帳
　・統計学的精度管理台帳(努力義務)
　・外部精度管理台帳(努力義務)

※ 外部精度管理台帳は外部精度管理用QCP
サービス使用にて個別作成対応可能です​

監修：JA愛知厚生連 豊田厚生病院 医療安全管理部 中根生弥先生

測定作業日誌 試薬管理台帳

【作成書類一例】

HOR-MKT-PROM-2024-0030 2025年3月新規作成
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医療法改正における作成書類

従来 nextの場合

・エクセルのフォーマットに情報を手入力
・データ入力ミスのリスクや手間が発生

・検体検査の精度確保に係る台帳を月次で自動作成してご提供
・施設様にて面倒な記入は不要

※ 最低限の記名等は必要です

装置データ
の自動収集

台帳の
自動作成

※ 

※ 

血球計数18項目とCRPを同時測定

販売名：自動血球計数CRP測定装置 Microsemi LC-767CRP
製造販売届出番号：26B3X00002230006

販売名：自動血球計数装置 Microsemi LC-710
製造販売届出番号：26B3X00002210005

スタンダードタイプの血球計数装置

対応製品

精度確保に関わる台帳を自動作成し、メールで送信

2018 年の医療法改正で作成が義務付けられた検体検査の精度確保に関わる書類を月次
で台帳として自動作成してご提供します 。施設様にて面倒な記入は不要   です。
（ファ イリングすることで管理対応が可能となります。）

※1 ※2

※1 外部精度管理台帳は外部精度管理用QCPサービス使用にて個別作成対応可能です。 
※2 最低限の記名などは必要です。

https://www.horiba.com/jpn/medical/営業本部 E-mail : hor-med.hor@horiba.com
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※本製品は、MICROSEMI Corporationといかなる関係もありません。


